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市議会だよりについて、ご意見・
ご要望をお受けしていますので
下記までお寄せください。

ご意見・ご要望

連絡先

メール

岡谷市議会事務局
TEL .23-4811（内線1711）

FAX.22-6213

gikai@city.okaya.lg.jp
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おかや市議会だより

2021年（令和3年） 10月25日発行
Okaya City Assembly News

岡谷の市民力

発見

岡谷の市民力

発見

決
算
審
査

令
和
２
年
度

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
！

●
委
員
長

●
副
委
員
長

●
委　
　
員

～私たちが編集しています～

…

今
井 

康
善

…

武
井 

友
則

…

吉
田 

　
浩

　
田
村
み
ど
り・中
島 

保
明

　
今
井 

秀
実・山
崎 

　
仁

9月19日（日）、コロナ禍により来店客数の減少や営業時短要請などで売上額が減少している飲食店を応援
しようと、お弁当•お惣菜等を販売したもので2回目の開催でした。主催者側のNPO法人維新塾、参加者を取
材しました。

山岸さん
ファミリー

畠山さん
ファミリー

上原かをる
さん

（おおた ゆか）

イベントを
どこで知りましたか？
フェイスブック

No.25
2021 OCT.

市民とあゆむ

P.8

P.16

イベントを
どこで知りましたか？
チラシ（折り込み広告）

参加しようと思った
きっかけは？
家族みんな、それぞれ食べたい
もの、好きなものが選べるから
楽しい。今は外食に行きたくて
も行けないし、地元のお店の応
援もできるからよい企画だと思
います。一つの場所で色々なお
店のものが選べるのがよい。

◆イベントの提案者、NPO法人維新塾太田理事にお話を聞きました。
今回は二回目でしたが、終わってホッとしています。前回よりイベント協力店
さんも増え、いろいろ心配もありましたので、正直緊張しておりました。このイ
ベントは、地元の飲食店さんの応援もできますし、毎日ご飯を作り続けている
お母さんたちの応援になっていると思うんですよ。
このイベントを通して、お店の人も購入してくださるお客様、みんなが前向きになれればいい

なあと思っています。次回もぜひ、頑張って開催したいと思いますのでよろしくお願いいたします。

このようなイベントは
どうですか？
大賛成！とっても良い企画
だと思う。地元の飲食店の
応援することにもなるし、
作りたてのものも食べられ
るからうれしい。あと、市内
の今まで知らない飲食店
さんのことも知ることもで
きるから。長い列で並んで
いるので、お目当てのキッ
シュが買えるといいなあ。

イベントをどこで知りましたか？
SNS
参加しようと思ったきっかけは？
お母さんが仕事で留守にしているの
で、お父さんといっしょにお昼ご飯を
買いに来ました。お目当てのちらし寿
司が終わっちゃったけど、牛丼を買う
ことができてよかったです。
購入してみてどうですか？
今の時期、飲食店に出かけることもな
くなり、楽しみもなくなってしまったの
で、このイベントは楽しみです。待つの
は大変だったけど、やっと買えたから
よかった。家族みんなで楽しめるから
よかったです。また、次も参加したいと
思います。

カルフール
太田 裕佳様

（主催者側）

※新型コロナウィルス感染防止に配慮しながら取材しています。

Q.

A.
Q.

A.

Q.

A.
Q.

A.

Q.
A.
Q.
A.

Q.
A.
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●令和2年度 決算審査報告

委
員
長
報
告
全
文
は

市
議
会
H
P
に
掲
載

し
て
い
ま
す

一 般・
特別会計

企業会計

今井上向配水池を視察

　

  「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
事
業
」で
は
、多
く
の
応
募
が
あ
り
、入

賞
作
品
は
、市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
活
用
し
、効
果
的
に
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
た
。

　

ま
た
、「
お
か
や
の
魅
力
体
験
事
業
」と

「
若
者
お
か
や
暮
ら
し
応
援
事
業
」で
は
本

市
へ
の
移
住
、転
入
が
あ
っ
た
。

　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
が
例
年

よ
り
大
幅
に
減
少
し
、利
用
者
の
入
院
、施

設
入
所
、介
護
な
ど
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
自
家
用
車
の
利
用
な
ど
、タ
ク
シ
ー
の

利
用
対
象
者
を
取
り
巻
く
事
情
の
変
化
も
、

減
少
の
一
因
と
考
え
る
。本
市
の
特
徴
で
あ

る
施
策
で
あ
る
た
め
、利
便
性
の
向
上
、制

度
の
維
持
に
努
め
る
。

　

  

反
響
が
大
き
く
、補
正
予
算
を
組
ん
で

対
応
し
た
。若
者
の
結
婚
支
援
策
と
し
て
、

一
定
の
成
果
を
感
じ
る
。結
婚
に
よ
り
市
外

か
ら
11
名
の
転
入
も
あ
り
、移
住
定
住
の
促

進
に
つ
な
が
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、売
上
が
減
少
し

て
い
る
市
内
製
造
業
等
を
対
象
に
、事
業

の
継
続
と
雇
用
の
維
持
を
図
る
た
め
、「
生

産
性
向
上
・
新
技
術
開
発
等
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
業
奨
励
金
」を
創
設
し
た
と
こ
ろ
、97
社

の
申
請
が
あ
っ
た
。総
額
７
３
０
０
万
円

を
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
た
こ
と
に
よ

り
、生
産
性
向
上
に
向
け
た
環
境
整
備
や
、

新
た
な
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

　

  

臨
時
休
校
中
は
、働
く
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
学
童
ク
ラ
ブ
を
臨
時
開
設
し
、家

庭
学
習
の
支
援
の
た
め
、市
内
小
中
学
生

に
図
書
カ
ー
ド
を
配
布
し
た
。

　

学
校
再
開
に
向
け
、分
散
登
校
時
の
給

食
費
の
公
費
負
担
を
行
い
、学
校
再
開
後

は
、感
染
症
防
止
対
策
の
徹
底
や
、学
び
を

保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
に
つ
い

て
、国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
学
校
配
当

予
算
を
追
加
し
た
。

　
臨
時
休
校
期
間
中
の
学
童
ク
ラ
ブ
運
営

は
、教
職
員
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
行
い
、調
理
員
に
つ
い
て
も
、給
食
が
止

ま
っ
て
い
た
間
は
、校
内
の
消
毒
作
業
、調

理
室
や
学
校
周
辺
の
作
業
業
務
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
、学
校
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
。

　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
は
、主
な
も
の
と
し
て
、法
人
市
民
税
が

当
初
予
算
に
対
し
約
７
千
万
円
の
減
。使

用
料
も
公
共
施
設
の
閉
鎖
等
に
よ
る
影
響

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
、約
４
８
０
０
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、感
染
症
対
策

と
し
て
、国
か
ら
の
特
別
定
額
給
付
金
事

業
費
国
庫
補
助
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な

ど
、国
庫
支
出
金
が
前
年
度
に
比
べ
、約
５

９
億
１
５
０
０
万
円
、３
０
７・
２
％
と
大

幅
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
・
生
活
支
援
を
含
む
経
済
対
策
な
ど

の
実
施
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、市
内
の

小
中
学
校
を
臨
時
休
校
な
ど
、今
ま
で
に

経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
１
年
間
で
あ
っ

た
。
　

数
年
に
わ
た
る
非
正
規
職
員
化
の
進

行
、自
衛
官
募
集
の
た
め
の
個
人
情
報
の

提
供
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
の
た
め
に
多

額
の
予
算
執
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、さ
ら

に
、国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の

法
定
外
の
繰
り
出
し
に
よ
る
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
て
い
な
い
。

　

産
業
振
興
の
分
野
も
、小
規
模
零
細
企

業
に
対
す
る
支
援
は
弱
く
、道
水
路
維
持

補
修
工
事
に
関
わ
る
費
用
の
大
規
模
な
対

応
も
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、本
決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、市
税
収
入
全
体
が
落
ち
込
む
中
、

国
、県
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
り
、特
定
財

源
の
確
保
に
努
め
、基
金
の
取
り
崩
し
も

最
低
限
と
し
た
う
え
で
、徹
底
し
た
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
、進
め
る
べ
き
事
業
を

力
強
く
進
め
柔
軟
に
対
応
さ
れ
た
こ
と
は

評
価
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

今
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
経
済
や
社
会
活
動
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
る
中
で
、目
指
す
将
来
都

市
像
の
実
現
に
向
け
、多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
い
た
だ
き
、ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
た
安
全
で
希
望
と
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、本
決
算
認
定

に
賛
成
す
る
。

　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
の
減
免
の
範
囲
は
、令
和
元
年
度

及
び
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

う
ち
、令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
が
設
定

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、申
請
は
39
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
33
件
の
減
免
を
決
定
し
た
。

　

国
保
の
都
道
府
県
化
以
降
、毎
年
保
険

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、令
和
２
年
の
国
保

に
お
い
て
も
、引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。国

保
加
入
者
は
、国
保
税
に
よ
っ
て
生
活
を

さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
さ
れ
、岡
谷
市
民

の
健
康
と
命
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
、一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
入
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。よ
っ
て
決
算
認
定
に
は
反

対
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

の
あ
る
中
で
、実
質
収
支
額
、単
年
度
収
支

額
も
黒
字
と
な
っ
た
。激
変
緩
和
措
置
も

適
用
さ
れ
て
お
り
、急
激
な
保
険
料
の
上

昇
へ
の
対
応
や
５
割
・
７
割
軽
減
等
、被
保

険
者
の
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
内
容
も

含
ま
れ
、一
定
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。持

続
可
能
な
事
業
制
度
と
し
て
円
滑
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、本
決
算
認
定
に
賛

成
す
る
。

　

  

全
体
で
、純
利
益
３
億
４
５
１
９
万
80

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
収
益
は
、営
業
活
動
で
利
益
を
上
げ
、補

填
財
源
と
し
て
貯
え
た
財
源
を
使
っ
て
施

設
の
更
新
等
を
行
っ
た
た
め
、収
支
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
健
全
経
営
が
で
き
た
。

　

  

今
井
上
向
配
水
池
築
造
工
事
は
、耐
震

性
の
な
い
配
水
池
を
更
新
す
る
工
事
で
、

令
和
２
年
度
末
の
築
造
工
事
の
進
捗
率
は

60
％
で
あ
る
。材
質
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、

耐
震
性
と
耐
久
性
に
非
常
に
優
れ
て
お

り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
、耐
用
年
数

も
長
い
こ
と
か
ら
、維
持
管
理
費
も
軽
減

さ
れ
る
。

　

  　
水
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
中
、収
納

率
向
上
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
純
利
益
と

な
っ
て
お
り
、高
く
評
価
す
る
。

　

  

下
水
道
事
業
収
益
に
お
い
て
下
水
道

使
用
料
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
在
宅
時
間

の
増
加
な
ど
に
伴
う
汚
水
量
の
増
加
に
よ

り
、前
年
か
ら
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

収
益
が
前
年
か
ら
約
２
億
３
６
８
万
円
の

大
幅
な
増
と
な
り
、さ
ら
に
各
種
企
業
努
力

な
ど
に
よ
り
純
利
益
４
億
４
６
０
２
万
１

１
５
６
円
を
計
上
で
き
た
。

　

  

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ

る
患
者
減
少

の
影
響
を
一

年
間
通
じ
て
受
け
続
け
、経
営
的
に
は
非
常

に
厳
し
い
年
で
あ
っ
た
。ま
た
、運
営
面
に

お
い
て
も
通
常
診
療
に
加
え
各
種
コ
ロ
ナ

対
策
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、職
員
の
心
身

の
負
担
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、第
二
種
感

染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、地
域
の
拠
点

的
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
、強
い
気
持
ち

を
持
ち
病
院
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
病

院
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。そ
の
結
果
、診
療

控
え
に
よ
る
患
者
減
少
な
ど
に
よ
り
医
業

収
益
が
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
、補
助
金
等

の
収
入
や
経
費
の
縮
減
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、経
常
収
支
、総
収
支
と
も
に
黒
字
決
算

を
計
上
で
き
た
。

　

  

令
和
２
年
４
月
よ
り
新
た
に
常
勤
の

産
婦
人
科
医
１
名
が
着
任
と
な
り
、医
師

２
人
体
制
と
な
っ
た
こ
と
で
、産
婦
人
科

で
は
手
術
件
数
45
件
、外
来
延
患
者
数
は

前
年
度
比
12
人
増
の
４
５
８
９
人
と
な

り
、診
療
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。引
き
続
き

医
師
確
保
に
努
め
た
い
。

　

  

患
者
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、医

療
総
合
相
談
室
に
て
内
容
の
確
認
、関
係

部
署
間
と
の
情
報
共
有
を
し
て
、院
内
に

お
け
る
方
針
決
定
後
、院
内
の
医
療
安
全

委
員
会
及
び
全
所
属
長
が
参
加
す
る
運
営

委
員
会
等
に
お
い
て
事
例
を
報
告
し
、職

員
間
の
情
報
共
有
を
し
て
再
発
の
防
止
を

図
っ
て
い
る
。

　
　

  

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
の
流
行
の
中
で
、第
二
種
感
染

症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、流
行
の
初
期

の
段
階
か
ら
、感
染
症
の
入
院
患
者
を
受

け
入
れ
て
治
療
に
当
た
る
と
と
も
に
、Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
、地
域
の
感
染
症
医
療
全
般

に
お
い
て
拠
点
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。病
院
事
業
管
理
者
を
先
頭
に
、医
師
、

看
護
師
、職
員
の
方
々
の
献
身
的
な
働
き

で
、院
内
感
染
や
ク
ラ
ス
タ
ー
等
を
起
こ

す
こ
と
な
く
、多
く
の
感
染
症
患
者
の
治

療
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
と

敬
意
を
表
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
患
者
数
の
減
に
よ
り
入
院
・
外
来

収
益
が
減
る
な
か
で
、国
、県
と
の
協
議
を

重
ね
て
補
助
金
を
確
保
し
、経
費
縮
減
に

努
め
た
結
果
、純
利
益
約
５
９
２
万
円
を

計
上
し
高
く
評
価
し
た
い
。

　

引
き
続
き
、医
師
確
保
や
近
隣
の
医
療

機
関
と
の
連
携
の
強
化
、患
者
目
線
に

立
っ
た
病
院
運
営
と
、地
域
に
愛
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し

て
、本
議
案
に
賛
成
す
る
。

令
和
３
年 

第
４
回
定
例
会

（
決
算
議
会
）

　
令
和
３
年
９
月
６
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、人
事
案
件
１

件
、一
般
議
案
９
件
、議
員
提
案
３
件
、決
算
議
案
11
件
、合
計
24
件
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計・特
別
会
計
、企
業
会
計
の
決
算
は
、決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
の
で
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
推
進

事
業
に
つ
い
て

問答
「
お
か
や
で
ス
タ
ー
ト
！
」

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

問

答

臨
時
休
校
に
よ
る
影
響
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
お
け
る
小
学
校
の
臨
時
休
校

対
応
に
つ
い
て

問答
歳
入
の
特
徴
に
つ
い
て

問答
診
療
体
制
に
つ
い
て

問答

患
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問答

も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
強
化

事
業
に
つ
い
て

答

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
月
別
利
用
状
況

と
待
機
状
況
に
つ
い
て

問答

◆ 

討
論【
反
対
意
見
】

◆ 

討
論【
賛
成
意
見
】

決
算
特
別
委
員
会

【
一
般
会
計・特
別
会
計
】

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
？

問答
改
良
工
事
に
つ
い
て

問答意
見

意
見

決
算
特
別
委
員
会【
企
業
会
計
】

◆
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

経
営
状
況
に
つ
い
て

病
院
事
業

の
総
括
に

つ
い
て

問答 ◆
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

問答 ◆
病
院
事
業

　
会
計
決
算

　
認
定

◆ 

討
論【
反
対
意
見
】

◆ 

討
論【
賛
成
意
見
】

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
の
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
つ
い
て

問答 ◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

※14ページへつづく
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問
▼

答
▼

問
▼

答
▼

岡谷市公式チャンネル

　

  「
高
齢
者
等
避
難
」「
避
難
指
示
」発
令

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
検
証
は
？

●一般質問（ダイジェスト版）パート1Q …議員の問い　　…市からの答え

ズバリ！市政を問う！
一般質問

令和3年
第4回定例会（9月）
議場の再現
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※掲載は質問順です。
※掲載内容は質問者の文責
　によるものです。

一般質問とは…議員が、市政全般にわたり、執行機関である市に対して、事務の執行
状況及び将来への方針などについて考えや意見を聞き、報告、説明を求めるなど、質
問をすることです。
年４回の定例会において行われ、議員活動の根幹をなすものといえます。
一般質問の順番は、“くじ”で決めています。

★各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることが
　できます。スマートフォン等からアクセスしてご覧ください。

避
難
所
で
の
環
境
改
善
の
課
題
は
？

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
一
部
整
備
し
て
い
き
た
い

　

 

避
難
指
示
の
発
令
の
検
証
に
つ
い
て

は
、当
時
の
防
災
気
象
情
報
、累
計
雨
量
、

降
雨
予
測
、土
壌
雨
量
指
数
、県
と
気
象

庁
に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、各
地
区

や
市
民
か
ら
の
情
報
、職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
か
ら
得
た
情
報
を
整
理
し
、

気
象
に
関
す
る
専
門
機
関
や
国
、県
の
防

災
・
減
災
に
関
す
る
機
関
、地
質
や
防
災

に
関
す
る
学
識
経
験
者
な
ど
の
意
見・ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
 

深
夜
に
避
難
指
示
を
発
令
し
た
こ
と

に
よ
り
命
を
失
っ
た
事
例
も
あ
り
非
常

に
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

 

分
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

の
で
、今
後
、改
善
工
夫
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
。

　

 

国
で
は
、中
学
校
、小
学
校
、幼
稚
園

へ
抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
の
配
布
や
活
用
を

順
次
進
め
て
い
る
。長
野
県
で
も
、学
校

の
部
活
動
に
係
る
検
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
妊
婦
の
分
娩
前
検
査
の
実
施
も

検
討
し
て
い
る
。

　

  

深
夜
に
避
難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と

の
む
ず
か
し
さ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
？

今井 秀実
武井 友則
笠原征三郎
浜　 幸 平
吉田　  浩
今井  義信
遠藤 真弓

早出すみ子
中島 保明
中島 秀明
渡辺 太郎

パート1

パート2

Q
　

  

デ
ル
タ
株
の
特
性
な
ど
を
考
慮
す
れ

ば
、子
ど
も
や
若
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等

検
査
の
実
施
は
不
可
欠
の
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
。実
施
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

　

  

視
力
低
下
防
ぐ
対
策
は
？

小
中
学
生
の
視
力（
裸
眼
視
力
１・
０
未
満
）の
現
状
は
？

学
校
40・
６
％
中
学
校
59・
６
％
全
国
平
均
よ
り
若
干
高
い

　

 

教
室
内
の
明
る
さ
や
姿
勢
に
注
意
を

配
っ
て
い
る
。ま
た
保
健
だ
よ
り
な
ど
を

通
じ
て
家
庭
で
の
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
周
知
し
て

い
る
。

　

 

子
育
て
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
、

様
々
な
不
安
や
悩
み
を
聞
き
子
育
て
支

援
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ

け
る
こ
と
で
地
域
の
中
で
健
や
か
に
子

ど
も
が
育
つ
環
境
整
備
を
図
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
。

　

 

こ
の
事
業
は
地
域
社
会
全
体
で
子
ど

も
と
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
一
助
と
な

る
よ
う
、子
育
て
支
援
情
報
の
紹
介
や

困
っ
た
と
き
の
身
近
な
話
し
相
手
に
な

る
た
め
に
行
っ
て
い
る
。

　

 

連
携
は
非
常
に
重
要
。年
に
数
回
の

懇
談
に
よ
り
連
携
体
制
の
強
化
に
努
め

て
い
る
。

　

 

家
庭
で
の
視
力
検
査
を
お
願
い
し
、

問
診
・
診
察
を
行
う
。気
に
な
る
点
が
あ

る
子
ど
も
に
対
し
て
は
、視
能
訓
練
士
に

よ
る
視
力
検
査
を
行
う
。

　

 

機
器
を
使
用
し
て
の
屈
折
検
査
は
国

の
動
向
を
注
視
し
、専
門
家
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
を
す
す
め
る
。

　

  

市
の
保
健
師
と
主
任
児
童
委
員
・
民

生
児
童
委
員
と
の
連
携
は
？

　

  

３
歳
児
健
診
で
行
わ
れ
て
い
る
視
力

検
査
の
実
施
方
法
は
？

　

  

視
力
検
査
だ
け
で
は
見
逃
さ
れ
る
可

能
性
の
あ
る
子
ど
も
の
弱
視
を
予
防
す

る
た
め
に
屈
折
検
査
の
導
入
は
？

高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
軽
減
を
本
気
で
考
え
る

全
世
代
対
応
型
の
中
で
と
認
識

●

●

　

 

医
療
制
度
の
持
続
可
能
性
を
低
下
さ

せ
、現
役
世
代
の
負
担
増
、高
齢
者
に
対

し
て
の
年
金
支
給
額
の
減
少
な
ど
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

 

医
療
費
全
体
の
約
４
割
を
占
め
る
75

歳
以
上
の
医
療
費
の
増
加
が
著
し
い
。こ

の
ま
ま
で
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持

し
て
い
く
事
は
困
難
。よ
っ
て
国
で
は

「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
」を
進
め
て

い
る
。

　

 

一
般
的
に
受
診
や
通
院
を
控
え
る
こ

と
は
持
病
の
悪
化
や
症
状
の
重
篤
化
、健

康
上
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
。

  　
（
不
測
の
事
態
に
よ
り
12
月
議
会
へ
）

　

 

令
和
２
年
12
月
の
状
況
で
は
、市
は

一
人
当
た
り
小
中
平
均
で
51
時
間
45
分
。

県
平
均
は
45
時
間
13
分
。依
然
と
し
て
県

平
均
よ
り
多
い
。

　

 

働
き
方
改
革
を
考
え
れ
ば
、増
員
の

必
要
は
同
じ
様
に
思
っ
て
い
る
。し
か

し
、財
政
面
な
ど
幾
つ
か
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。

　

 

街
頭
啓
発・
Ｌ
Ｃ
Ｖ
の
Ｃ
Ｍ
や
、特
に

若
年
層
に
対
し
て
は
、関
心
を
持
つ
よ
う

出
前
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

  

防
災
ガ
イ
ド
の
土
石
流
の
警
戒
区
域

を
黄
色
で
示
し
て
い
る
が
、分
か
り
に
く

い
。簡
易
な
印
刷
物
を
作
成
す
る
な
ど
の

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
？

　

  

高
齢
者
の
受
診
控
え
が
起
き
て
い
る

と
思
う
が
？

　

  「
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
」と

は
ど
の
様
な
意
味
か
？

　

  

少
子
高
齢
化
社
会
の
問
題
点
は
？

Q
　

  

高
齢
者
の
窓
口
負
担
軽
減
を
本
気
で

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。今
時
点
で
軽

減
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

岡
谷
市
の
教
職
員
の
勤
務
状
況

子
育
て
支
援
の
充
実

　

  

保
健
師
の
行
う
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

事
業
の
目
的
は
？

　

  

主
任
児
童
委
員
さ
ん
な
ど
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

と
の
違
い
は
？

　

  

岡
谷
市
の
教
職
員
の
残
業
時
間
は
ど

の
様
な
状
況
か
？

各
種
選
挙
の
投
票
率
向
上

　

  

投
票
率
向
上
へ
向
け
て
の
施
策
は
？

　

  

教
職
員
を
増
員
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
？

武井 友則

避難所となった西部中学校体育館

みんな一人では生きられない
地域で支える仕組みがあります

笠原 征三郎 今井 秀実

前
線
に
よ
る
大
雨
に
よ
る
災
害

高
齢
者
医
療
費
の
負
担
金
軽
減

問答

問答 答

問問 答

問答問答

問答問答

問答

問 問答問答問答

問答 問答

問答

問答

問
▼

答
▼
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問
▼

答
▼

問
▼

答
▼

問
▼

答
▼

問
▼

答
▼

※10ページへつづく ➡ 一般質問（ダイジェスト版）パート2

●一般質問（ダイジェスト版）パート1

遠藤 真弓

水素エンジン

避難行動のための警戒レベル

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
国
の
方
向
性
は
？

水
素
を
新
た
な
資
源
と
し
て
社
会
実
装
を
加
速
す
る

　

 

国
内
の
資
源
を
活
用
し
た
水
素
製
造

基
盤
を
確
立
す
る
。国
内
で
行
わ
れ
た
24

時
間
耐
久
レ
ー
ス
で
、水
素
エ
ン
ジ
ン
搭

載
車
が
完
走
し
た
。

　

 

国
の
動
向
や
情
報
を
収
集
し
て
市
内

企
業
へ
提
供
す
る
。

　

 

水
素
の
み

な
ら
ず
脱
炭
素

化
に
向
け
た
動

き
も
出
て
き
て

い
る
。時
期
を

逸
す
る
こ
と
な

く
支
援
し
て
い

く
。

　

 

予
算
１
兆
円
規
模
の
大
型
の
補
助
制
度

が
、国
に
お
い
て
今
年
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

市
と
し
て
も
独
自
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

 

訪
問
に
よ
る
ニ
ー
ズ
把
握
な
ど
、企

業
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

　

 

「
も
の
づ
く
り
の
精
神
」と「
人
づ
く

り
の
精
神
」に
着
目
し
て
、各
種
取
組
を

進
め
て
い
く
。

　

 

風
呂
敷
は
歴
史
、習
慣
を
包
み
、手
織

り
に
よ
っ
て
、活
性
化
に
む
け
官
民
協
働

で
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　

 

保
存
方
法
な
ど
調
査
研
究
し
、後
世

に
残
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　

  

事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
、今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
？

　

  

岡
谷
シ
ル
ク
の
定
義
に
つ
い
て
、詳

細
を
知
り
た
い

　

  

歴
史
的
な
資
料
を
確
実
に
後
世
に
残

す
こ
と
へ
の
考
え
方
は
？

　

  

製
品
開
発
で
風
呂
敷
選
定
は
？

危
険
区
域
在
住
者
も
避
難
警
戒
レ
ベ
ル
の
対
象
に

危
険
区
域
在
住
者
は
自
主
的
に
避
難
が
望
ま
し
い

　

 

警
戒
レ
ベ
ル
３「
高
齢
者
等
避
難
」情

報
発
令
〜
略
〜
高
齢
者
や
時
間
の
か
か

る
方
は
安
全
な
場
所
へ
避
難
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
１
１
２
か

所
、県
内
77
市
町
村
中
17
番
目
。自
然
災

害
の
発
生
し
や
す
い
箇
所
が
多
く
存
在
。

★
要
望…

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
あ
る

区
域
や
急
激
な
水
位
上
昇
の
恐
れ
が
あ

る
河
川
沿
い
に
お
住
い
の
方
も
対
象
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
文
言
の
変

更
を
お
こ
な
う
べ
き
。

　

 

い
ず
れ
も
、い
っ
た
ん
安
全
を
確
保

で
き
る
区
の
避
難
所
等
に
避
難
し
て
頂

き
、そ
の
後
個
別
に
聞
き
取
り
し
調
整
し

移
動
と
な
る
。

　

 

運
用
に
関
し
て
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必

要
で
現
時
点
で
は
難
し
い
が
、具
体
的
な

事
例
を
参
考
に
研
究
を
深
め
る
。

　

 

減
農
薬
栽
培
の
推
進
は
生
産
者
の
意

向
や
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
の
取
り

組
み
で
あ
る
。子
ど
も
た
ち
に
対
し
地
域

の
魅
力
を
知
る
機
会
と
な
る
よ
う
教
育

委
員
会
や
農
家
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

  

岡
谷
市
の
災
害
発
生
の
恐
れ
は
？

　

  

要
配
慮
者
、と
り
わ
け
避
難
行
動
要

支
援
者
が
福
祉
避
難
所
に
避
難
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

　

  

区
等
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、特
に
避
難
行
動
要
支
援
者
に
と
っ

て
は
か
な
り
の
負
担
。直
接
非
難
で
き
る

体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は
？

　

  

８
月
14
日
17
時
20
分
発
令
時
の
防
災
無

線
と
メ
ー
ル
配
信
＠
お
か
や
の
文
言
は
？

Q
　

  

学
校
給
食
へ
納
入
し
て
い
る
農
家
さ

ん
は
減
農
薬
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々

が
多
い
と
聞
く
。も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を

　

  

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
可
能
性

　

  

新
た
な
産
業
に
向
け
た
、市
内
製
造

業
へ
の
情
報
提
供
へ
の
考
え
方
は
？

　

  

申
請
が
難
し
い
事
業
再
構
築
補
助
金

活
用
の
可
能
性
は
？

　

  

市
内
製
造
業
の
水
素
産
業
等
、新
た

な
市
場
へ
の
参
入
に
つ
い
て
、市
の
考
え

方
と
戦
略
は
？

ワイヤ－式土石流センサ－の模式図

道路情報投稿アプリ

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
施
策
は
？

ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
か
ら
防
災・減
災
に
取
り
組
ん
で
き
た

　

 

災
害
か
ら
五
年
後
の
７
月
19
日
を

「
岡
谷
市
防
災
の
日
」に
定
め
た
。ま
た
、

十
年
後
の
平
成
28
年
に
は「
岡
谷
市
防
災

減
災
基
本
条
例
」の
制
定
。令
和
二
年
に

は「
防
災
ガ
イ
ド
」を
更
新
す
る
な
ど
、災

害
に
強
い
安
心・安
全
な
街
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、 

今
回
３
名

の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
市
と

し
て
も
大
変
悲
し
く
、残
念
で
あ
り
、重

く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

 

各
機
関
で
防
災
訓
練
に
取
り
入
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
自
助・互
助・共
助・公

助
の
考
え
方
を
基
本
と
し
た
減
災
意
識

の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら 

積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

 

ワ
イ
ヤ
ー
式
土
石
流
セ
ン
サ
ー
が
一

般
的
と
捉
え
て
い
る
。発
災
直
後
の
応
急

的
な
対
応
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、振

動
検
知
式
等
に
つ
い
て
は
、鳥
獣
等
に
よ

る
誤
作
動・危
険
性
の
高
い
ポ
イ
ン
ト
に

設
置
す
る
こ
と
な
ど
設
置・運
用
面
で
難

し
さ
が
あ
る
。

　

 

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
消
防
職
員

を
配
置
ま
た
警
察
官
O
B
を
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
任
用
し
、有
事
へ
の
対

応
に
備
え
て
い
る
。

　

 

具
体
的
な
連
携
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、本
年
６
月
に
信
州
大
学
と
の
包
括
的
連

携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。こ
の
中
に
防

災
・
減
災
に
こ
と
も
包
含
さ
れ
、今
後
は
連

携
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

  

防
災
担
当
職
員
の
職
務
の
専
門
性
と

継
続
性
に
つ
い
て
の
見
識
は
？

　

  

大
学
と
の
防
災
面
に
お
け
る
連
携
体

制
に
つ
い
て
現
状
は
？

道
路
情
報
投
稿
ア
プ
リ
の
利
用
状
況
は
？

多
く
の
市
民
か
ら
道
路
の
損
傷
状
況
の
情
報
提
供
を
受
け
て
い
る

　

 

令
和
２
年
運
用
開
始
か
ら
現
在
ま
で

に
２
９
６
件
の
投
稿
が
あ
り
、多
く
の
市

民
や
区
長
、市
職
員
な
ど
か
ら
道
路
の
損

傷
状
況
の
情
報
提
供
を
受
け
て
い
る
。全

景
写
真
と
状
況
写
真
の
添
付
を
お
願
い

す
る
こ
と
で
、道
路
の
損
傷
状
況
を
事
前

に
把
握
で
き
、職
員
の
迅
速
な
現
場
対
応

に
役
立
っ
て
い
る
。

　

 

令
和
２
年
度
の
市
民
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
は
９
４
９
件
で
こ
の
う
ち
ア
プ
リ

に
よ
る
も
の
が
１
９
５
件
。全
体
の
２
割

程
度
が
ア
プ
リ
に
よ
る
情
報
提
供
。

　
 

選
択
分
類
は
舗
装
、側
溝
、カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、道
路
照
明
、落
下
物
、落
石
土
砂
崩

れ
、そ
の
他
の
８
項
目
で
、最
も
多
い
情
報

は
舗
装
の
穴
や
亀
裂
、段
差
な
ど
２
３
２

件
。次
に
側
溝
の
土
砂
堆
積
や
破
損
な
ど

35
件
、そ
れ
以
外
は
数
件
ず
つ
の
状
況
。

　

 

本
市
の
側
溝
設
置
道
路
は
２
５
０

㎞
。今
回
の
大
雨
で
側
溝
や
河
川
、水
路

で
雨
水
処
理
能
力
を
超
え
て
し
ま
っ
た

り
、土
砂
等
が
詰
ま
り
溢
水
し
た
場
所
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
溢
水
個
所

の
改
良
や
河
川
の
浚
渫
な
ど
に
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、今
回
の
よ
う
な

記
録
的
な
大
雨
で
は
、こ
れ
ま
で
溢
水
被

害
が
な
か
っ
た
場
所
で
も
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、応
急
対
応
と
し
て
土
の
う
に

よ
る
浸
水
対
策
や
側
溝
の
土
砂
撤
去
な

ど
対
応
し
た
が
、今
後
、気
候
変
動
の
影

響
を
反
映
し
た
治
水
対
策
、溢
水
対
策
が

必
要
と
考
え
る
。尚
、日
常
に
お
け
る
点

検
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、側
溝
の
土
砂
撤
去
に

も
努
め
る
。

　

  

ア
プ
リ
の
利
用
状
況
は
？

　
  

ア
プ
リ
の
道
路
分
類
別
件
数
は
？

　

  

大
雨
に
よ
る
側
溝
等
か
ら
の
溢
水
対

策
の
現
状
は
？

側
溝
の
溢
水
対
策

環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物

　

  

今
井
市
政
14
年
間
を
振
り
返
っ
て
の

思
い
は
？

　

  

中
小
危
険
水
流
に
対
す
る
土
石
流
セ

ン
サ
ー
設
置・促
進
に
つ
い
て
は
？

　

  

防
災
ガ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
職
域
・

地
域・学
校
に
お
け
る
防
災
訓
練
に
役
立

て
て
は
？

　

  

ア
プ
リ
運
用
開
始
か
ら
の
市
民
の
問

い
合
わ
せ
件
数
の
増
減
の
分
析
は
？

吉田　浩

浜  幸平今井 義信

福
祉
避
難
所

産
業
振
興
に
つ
い
て

文
化
財
行
政
に
つ
い
て

問答問答

問答

問答問答 問答

問答問答 問答

問答問答問答問答 問答

問問 答答

問答 問答問答

問答問答 問答
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決算特別委員会 一般・特別会計決算特別委員会 企業会計

決 算 審 査
特集

【議長】小松　壮

【監査委員】藤森 博文
●決算特別委員会
　企業会計

一般会計
国民健康保険事業特別会計
地域開発事業特別会計
分収造林事業特別会計
霊園事業特別会計
温泉事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
湊財産区一般会計
水道事業会計
下水道事業
病院事業

26,778,926,140
4,451,616,480
12,356,996
19,503,700
76,674,447
39,262,952
860,996,959
10,959,263

1,159,880,872
1,970,020,788
7,028,603,913

25,925,825,357
4,348,847,613
276,785,110
18,062,289
17,450,362
18,634,498
839,649,859

535,883
697,730,505

1,499,696,546
7,020,352,290

853,100,783
102,768,867
△264,428,114

1,441,411
59,224,085
20,628,454
21,347,100
10,423,380
462,150,367
470,324,242
8,251,623

認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定

歳　入（円）令和2年度決算一覧表

企
業
会
計

一
般・特
別
会
計

歳　出（円） 差し引き（円） 結  果

※企業会計収益的収支（消費税込み）

今井 義信 武井 友則予算執行の適正と事業課題を検証

ネットワーク整備
児童生徒がICT教育を受
ける中で学習に差がなく
正しく使い、プログラミン
グなど考える能力も発達
させていく授業が大切と
思う。

決算認定では、歳入歳出予算の執行の実績である決算
について、その内容を審査したうえで、収入・支出が適法
かつ正当に行われたかどうかを確認しています。
わたくしたちは、ここに着目し審査を行いました。

コロナ感染症に
よる影響は？
歳入では自主財源確保と
コロナ関連の交付金等財
源の適正確保、また歳出で
はコロナ禍での感染対策
に適正執行されたか注目。

新型コロナ感染
症に苦しんだ１年

コロナ禍が岡谷市の歳入・
歳出にどのような影響を
及ぼしたのか、 その財政
によりコロナ禍をどう乗り
越えたのかに着目した。

市における
コロナ禍の影響に
着目

開催中止された事業や、
滞っている福祉事業の代
替の取組や、ICT導入、
SNSの活用、インターネッ
ト環境整備について着目。

安全・希望・活力の
まちづくりは
市民生活は向上したのか。
各種事業の成果、コロナ
禍の影響と対策は。時代
の早いスピードへの対応
と未来への具体的な成長
戦略は。

笠原
征三郎

浜
幸平

渡辺
太郎

今井
康善

大塚
秀樹

吉田
浩

中島
保明

税金がどの様に
使われていたか？
決算認定でいつも着目し
ていることは、税金が公平
に使われていたか？特に
弱い立場の人たちに目が
向けられていたか？

行事中止による
高齢者への影響等

コロナ禍による影響で、い
くつもの行事が中止と
なっている。高齢者等への
影響は。またデジタル化
推進等による業務の効率
化の状況。

水はいのちに
つながる
安全、安心な水を提供す
るのに必要なものは何
か。大雨災害時の下水道の
対策。減収の中での医療
活動。

市の行財政運営の健全化と透明性
活発な質疑と、スムーズな議事進行を行
い、コロナ禍の中、実施された事業が、市
民生活にどのように生かされたのかに注
目した。

市長より付され、監査委員が事前に審査した
予算執行と財政状態の適正さを、議会と行政
の鋭い質疑・答弁を通して確信しました。

一言に「コロナ禍をしのいだ1年」
各委員会の委員からは年々質の高い質問が
されている。他委員会の議員も傍聴し、問題
を共有していた。

特別修繕引当金を
取り崩した理由

上下水道事業では、法令上
の大規模修繕の予定はな
いため、修繕費を建設改良
費へ目的を変更し、使い勝
手を良くされた点を評価。

コロナと通常診療・
病院の努力
市民病院は新型コロナへ
の対応をしながら通常診
療も進めてきた。その努力
のようす。課題は何か。今
後にどう生かして行くか。

危機管理・料金・
コロナに着目
水道事業は「危機管理」、
下水道事業は「R3年度を
念頭に料金見直し」、
病院事業は「コロナ禍の
病院運営」に着目し審査
に臨みます。

早出
一真

遠藤
真弓

中島
秀明

山崎
仁

早出
すみ子

今井
秀実

田村
みどり

各種事業選択と
財政の健全化

公営企業は市民生活に身
近なサービスを提供する
役割があり、持続可能な
事業運営と財政状況の健
全化という部分について
着目した。

コロナ禍での
市民の安全生活

コロナ禍においての水道
事業は新設される今井上
向配水池構築工事の経
過、給水の適切な供給。病
院事業では訪問看護利用
者減少の要因など。

新型コロナ禍に
よる経営への影響
新型コロナウイルスによ
る経営への影響について
注視。特に、病院経営にお
ける短期的な影響と長期
にわたる経営への負担に
注目。

●決算特別委員会
　一般・特別会計

【委員長】 【委員長】

令和2年度

時代の転換点！どう対応した？
営業活動の自粛や臨時休校など、市民生
活に大きな変化がありました。これに対
して、新しい時代に向けて岡谷市はどの
ように対応したのかをチェック！

ここに

着目！！
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●一般質問（ダイジェスト版）パート2

70年前に制定された
子どもの憲章

中大久保沢：厳しい現実を今後の
糧としなければならない

子
ど
も
の
居
場
所
は
ど
こ
か

学
校
関
係
や
地
域
関
係
に
複
数
あ
る

　

 

放
課
後
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は

７
小
学
校
区
に
あ
り
、毎
水
曜
日
の
放
課

後
に
地
域
住
民
が
先
生
に
な
り
、交
流
活

動
を
し
て
い
る
。７
８
４
人
の
児
童
の
参

加
が
あ
り
、地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
に

な
っ
て
い
る
。

　

 

子
ど
も
食
堂
等
の
団
体
は
７
か
所
あ

る
。地
域
住
民
や
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
な
り
、月
に
１
回
食
事
の
場
や
学
び

の
場
や
遊
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。コ

ロ
ナ
禍
で
弁
当
や
食
材
の
配
布
を
し
て

い
る
。

　

 

市
は
３
年
間「
お
か
や
コ
ド
モ
テ
ラ

ス
」を
実
施
し
て
い
る
。地
域
に
子
ど
も

の
居
場
所
が
広
が
っ
て
き
た
現
在
、継

続
し
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
子
ど

も
課
が
構
成
員
と
な
り
、情
報
共
有
の

場
と
し
て
設
置
す
る
。今
後
は
年
２
回

予
定
す
る
。

　

 

広
報
お
か
や
、シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ

ル
、子
育
て
支
援
ア
プ
リ
、フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
、周
知
す
る
。課

題
等
を
検
証
し
な
が
ら
、支
援
す
る
。

★
要
望…

運
営
資
金
へ
の
支
援
。

　

 

65
歳
以
上
89・３
％
。優
先
順
位
の
学

校
、保
育
、施
設
従
事
者
、基
礎
疾
患
の
あ

る
64
歳
以
下
は
終
了
。妊
婦
及
び
同
居
す

る
配
偶
者
と
受
験
生
は
同
時
に
接
種
が

進
行
し
、か
か
り
つ
け
医
で
の
接
種
も
受

け
付
け
て
い
る
。職
域
接
種
は
12
歳
以
上

で
全
市
民
が
受
け
ら
れ
る
。

　

 

10
月
中
旬
ま
で
に
予
約
し
て
い
る
希

望
者
の
分
は
確
保
し
て
い
る
。

★
要
望…

集
団
免
疫
が
で
き
る
よ
う
に
更

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
周
知
し
、実
施
を
。

岡
谷
市
防
災
ガ
イ
ド
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
重
要
性

市
民
の
活
用
が
岡
谷
市
の
防
災・減
災
力
を
高
め
る

　

 

防
災
ガ
イ
ド
と
こ
の
５
月
に
変
更
と

な
っ
た
避
難
情
報
の
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

付
に
よ
り
、市
民
の
皆
様
が
そ
れ
を
手
に

す
る
こ
と
に
よ
り
防
災・減
災
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

は
、自
分
の
住
ま
い
の
周
辺
の
危
険
個
所

を
理
解
し
、日
頃
か
ら
そ
れ
を
頭
に
入
れ

て
、災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

　
 

局
地
的
な
大
雨
等
の
際
に
は
、丁
目

あ
る
い
は
地
番
指
定
も
あ
っ
た
が
、市
内

全
域
が
大
雨
に
な
り
、各
地
で
土
砂
災
害

等
の
恐
れ
が
あ
り
、避
難
情
報
を
出
す
必

要
が
あ
る
場
合
は
、住
民
に
も
わ
か
り
や

す
い
区
の
単
位
で
発
令
す
る
こ
と
が
妥

当
だ
と
考
え
て
い
る
。今
後
も
気
象
状

況
、災
害
発
生
等
の
状
況
に
応
じ
て
発
令

地
域
の
指
定
を
行
う
。

　

 

住
民
や
自
主
防
災
組
織
の
意
見
等
は

今
後
の
検
証
に
不
可
欠
で
あ
り
、必
要
に

応
じ
て
実
施
を
考
え
る
。

　

 

本
市
は
平
成
18
年
の
災
害
の
経
験
も

学
習
に
活
用
し
て
い
る
。災
害
の
恐
れ
の

あ
る
山
や
川
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
子

供
た
ち
自
身
が
、或
い
は
親
子
で
考
え
る

こ
と
は
大
切
。機
を
見
て
、我
が
家
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

  

防
災
ガ
イ
ド
と
我
が
家
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
、改

め
て
市
の
思
い
を
お
聞
き
し
た
い

　

  

高
齢
者
等
避
難
、避
難
指
示
な
ど
の

発
令
地
域
の
指
定
を
区
単
位
で
は
な
く
、

丁
目
単
位
な
ど
に
絞
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
？

QQ
　

  

防
災・減
災
の
観
点
か
ら
も
、児
童
生

徒
が
地
元
の
森
林
や
渓
流
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
は
大
い
に
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

教
育
の
実
績
と
お
考
え
は
？

　

  

避
難
情
報
の
受
け
止
め
方
と
避
難
行

動
に
関
し
て
市
側
の
思
い
と
市
民
の
意

識
に
は
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、今

回
の
災
害
に
関
す
る
意
識
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
し
て
は
い
か
が
か
？

　

  

学
校
関
係
の
活
動
状
況
は
？

　

  

子
ど
も
食
堂
等
へ
の
支
援
は
？

　

  

進
捗
状
況
と
接
種
率
は
？

　

  

ワ
ク
チ
ン
供
給
量
の
状
況
は
？

　

  

地
域
関
係
の
活
動
状
況
は
？

　

  

子
ど
も
食
堂
等
関
係
団
体
連
絡
会
の

発
足
及
び
実
態
は
？

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

全
体
で
52
・
１
％

オカヤトラベルカード

市
内
商
店
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
向
け
た
取
組

ポ
イ
ン
ト
還
元
で
商
業
の
活
性
化

　

 

ペ
イ
ペ
イ（
20
％
還
元
）と
オ
カ
ヤ
ペ

イ（
30
％
還
元
）と
の
抱
き
合
わ
せ
で
事

業
を
行
っ
た
こ
と
で
市
外
か
ら
も
お
客

を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
、市
内
で
６
億

３
８
９
０
万
円（
ポ
イ
ン
ト
還
元
１
億
５

９
０
万
円
）の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。ま

た
、オ
カ
ヤ
ペ
イ
の
利
用
者
が
１
４
０
０

人
増
加
し
、ペ
イ
ペ
イ
の
決
済
額
が
３
倍

に
な
る
等
、大
変
に
効
果
的
な
事
業
と

な
っ
た
。

　

 

岡
谷
市
・
岡
谷
商
工
会
議
所
策
定
の

「
岡
谷
市
商
業
活
性
化
計
画
」の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
に
向
け
て
、

キ
ュ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
消
費
喚
起
事
業

で
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
、行
政
ポ
イ
ン
ト
の

付
与
等
、オ
カ
ヤ
ペ
イ
の
普
及
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、今
後
も
岡
谷
商
工
会

議
所
と
の
連
携
事
業
で
オ
カ
ヤ
ペ
イ
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
。

★
要
望…

ポ
イ
ン
ト
還
元
に
は
ペ
イ
ペ

イ
単
独
で
な
く
オ
カ
ヤ
ペ
イ
と
の
抱
き

合
わ
せ
を
強
く
要
望
。オ
カ
ヤ
ペ
イ
の
公

共
施
設
で
の
利
用
、行
政
ポ
イ
ン
ト
の
拡

充
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
等
で
オ

カ
ヤ
ペ
イ
の
普
及
促
進
を
要
望
。

　

 

感
染
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
優
先
し

て
い
る
が
、発
生
時
に
は
担
任
保
育
士
が

家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
子
ど
も
の

様
子
や
困
り
ご
と
の
相
談
等
、き
め
細
や

か
な
ケ
ア
を
考
え
て
い
る
。ま
た
、子
ど

も
の
世
話
等
で
就
労
で
き
な
い
こ
と
で

の
経
済
的
な
影
響
に
対
し
て
必
要
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
関
係
部
署
と
連
係

し
た
対
応
の
他
に
、有
給
休
暇
取
得
に
際

し
て
の
助
成
金
制
度
の
活
用
等
、休
み
易

い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　

  

保
育
園
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
発
生
時
の
対
応
は
？

防
災
気
象
情
報
の
分
析
な
ど
気
象
台
と
の
連
携
は
？

土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
の
助
言
を
受
け
る
な
ど
連
携
し
て
い
る

　

 

８
月
15
日
の
災
害
発
生
後
、長
野
地

方
気
象
台
の
チ
ー
フ
や
次
長
に
リ
モ
ー

ト
で
２
回
参
加
し
て
頂
い
た
。

　

気
象
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
不
参

加
。気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
は

し
て
い
な
い
が
研
究
す
る
。

　

 

令
和
７
年
度
ま
で
に
半
日
前
か
ら
危

険
性
を
発
表
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

 

大
規
模
自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
を
踏

ま
え
起
き
て
は
な
ら
な
い
事
態
を
回
避

し
住
民
の
生
命
を
守
り
、ま
ち
づ
く
り
政

策
、産
業
政
策
や
教
育
政
策
等
も
含
め
た

総
合
的
な
計
画
。各
課
と
検
討
・
調
整
し

本
年
度
中
の
策
定
を
予
定
。

　

 

こ
の
対
策
を
踏
ま
え
て
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
を
策
定
す
る
。

　

 

平
成
21
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
自
殺

者
は
１
０
１
名
。令
和
２
年
は
９
人
が
亡

く
な
り
、20
代
が
４
人
で
増
加
し
て
い

る
。若
年
層
の
自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
く
。

　

 

身
近
な
場
所
で
相
談
で
き
る
よ
う
体

制
を
整
え
て
い
る
。国
で
は
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相
談
に
力
を
入
れ
て
い
る
。国
・
県
と
連

携
し
自
殺
対
策
を
強
化
す
る
。

　

 

今
回
、点
検
し
た
箇
所
は
当
初
の
20

か
所
と
緊
急
点
検
分
と
し
て
39
箇
所
。計

59
箇
所
の
点
検

を
行
っ
た
。

関
係
機
関
と
連

携
し
安
全
対
策

を
講
じ
る
。

　

  

気
象
庁
が
推
進
す
る
地
域
防
災
支
援

に
対
す
る
取
り
組
み
は
？

　

  

防
災・減
災
、国
土
強
靭
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
の
活
用
は
？

Q
　

  

八
街
市
の
事
故
を
受
け
て
、合
同
安

全
点
検
と
対
策
は
？

　

  

岡
谷
市
の
現
状
と
対
策
は
？

　

  

相
談
の
窓
口
は
？

　

  

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
実
績
は
？

　

  

オ
カ
ヤ
ペ
イ
の
普
及
へ
の
支
援
は
？

保
育
園
で
の
感
染
発
生
時
の
対
応

岡
谷
市
自
殺
対
策
計
画

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

  

線
状
降
水
帯
の
事
前
情
報
把
握
は
？

　

  

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
約
82
％
の

市
区
町
村
が
策
定
済
。岡
谷
市
の
進
捗
状

況
は
？

渡辺 太郎

早出すみ子

中島 保明

中島 秀明

問
▼

答
▼

問
▼

答
▼

問
▼

答
▼

問
▼

答
▼

問答問答問答問答

問問 答答問答 問答問答

問答問問問 答問答 答答 問答

問答問答問答問答 問答
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●3常任委員会紹介●会派紹介

産 業
建 設
委員会

社 会
委員会

総 務
委員会

3常任委員会紹介

未来の担い手を育む環境整備の充実に向けた政策提言
政策提言に向けたテーマ決まる

～常に市民は何を望んでいるのかを
　　　　　　　　　第一に考え行動に移す～

～国民の苦難あるところに
　　　　　　　　　日本共産党あり～

～多角的視点からの議論と研鑽を行ない
　　「市民に開かれた議会」を目指し
　　　　　　　議会改革に取り組みたい～

★会派の活動を発信しています

HP：http://okalab.info/
Facebook

活動方針

活動方針

　令和3年5月より、総務委員会も新体制となり、積極的な議論による審査の充
実強化と、しっかりとした政策提言を作成するための調査研究を進めてまいりま
す。今、私たちの生活は、新型コロナウイルス感染症により、生活様式の変化を余
儀なくされています。この変化は、未来を担う子どもたちの生活にも大きな影響
を及ぼしており、このような不透明で予測困難な今こそ、子どもたちの学びの環
境の充実が私たち大人の大きな課題であると考えます。
　そこで、私たち総務委員会といたしまして「未来の担い手を育む環境整備の充
実に向けた政策提言」と題し、「学びの基礎である小学校と中学校の教育連携と
スポーツの振興」について考えていきます。

『新たな産業拠点』の利活用による岡谷市の産業活性化
　前回の政策提言では「生産労働人口減少を見据えた工業の持続的成長」とい
うテーマを掲げ、市内企業のＩOＴ／ＩＣＴ活用の普及促進と産業を越えた異分
野の交流と連携を確実に進めることのできる「新たな産業拠点」の構築を提言し
ました。工業振興課では、駅前のテクノプラザおかやに誰でも利用できるコワー
キングスペースを設置するなど、提言と同じ方向に動き始めています。この状況を
踏まえ、今回はその続きとして「『新たな産業拠点』の利活用による岡谷市の産業
活性化」をテーマに、工業だけでなく「商業の活性化」「農林業の活性化」
「多くの市民がかかわりながら新しいものを生み出す場の実現」などに
ついて提言していきたいと思っています。

こころとからだの健康づくり
　社会委員会では、令和元年から「高齢者の運転免許証返納」について初の政策
提言に向けた研究を重ねて参りました。今年度からメンバーも一新となり、新たな
政策提言に向けてのスタートとなります。
　各委員の意見をまとめ、現時点でテーマを「こころとからだの健康づくり」と定
めました。健康推進・増進に着目し、フレイル予防など健康寿命の延伸や生活習慣
の改善、生活習慣病やがんの早期発見啓発などに対する市の取組の現状の把握
を目的とした、岡谷市健康推進課との勉強会を開催するなど、現在委員全員で
テーマを深めるための「政策提言検討会」にて協議をしております。今後も
コロナ禍で先行きが不透明ではありますが市民の皆様のお声をいただき
つつ、他自治体の事例を参考に取りまとめていく所存です。

★会派の活動を発信しています

代 表
中島秀明 渡辺太郎

遠藤真弓 情報発信
吉田 浩

会 計
武井友則

会 長
浜　幸平

副会長
田村みどり

幹事長
今井義信

副幹事長
藤森博文

事務局長
早出一真

会 計
中島保明

団 長
笠原征三郎

副団長
早出すみ子

幹事長
今井秀実 会 長

山崎 仁
幹事長
大塚秀樹

会派
岡谷の未来を
デザインします！

おかや未来研究室会派令明おかや

活動方針

会派日本共産党岡谷市議団 会派やまびこ

こちらをチェック！

市民と同じ目線にたち、より良い未来の岡谷を構築
する為に学校、高齢者、介護施設などに直接出向き思
いや要望、生の声を聞き議会活動に反映させていく。

① 市民との対話・市民目線で活動する
② 政策については是々非々であるが保守本流路線で
③ 議会改革と議員力向上に努める

これは日本共産党が創立されて以来、歴史に
脈々と刻まれてきた日本共産党の立党の精神で
す。私たち共産党議員団も「市民の苦難軽減」を
基本方針として日々活動をしています。

～ 市民の皆さんと一緒に目指します！～
○ユニバーサルデザインのまちづくり
○プロスポーツを活用した産業振興
○若者・子育て世代に選ばれるまち
○子どもが育つ環境の整備と促進
○地域ブランドの確立
○ひこきこもり支援などの福祉施設の充実

活動ビジョン

会派紹介

3常任委員会でテーマを決めて2年間の任期中に、政策提言に向けた調査・研究を行い、議会基本条例に定めた
全議員で構成される政策討論会議を経て全議員総意の政策提言を市長へ提出してまいります。

●政策提言の取り組みについて

【副委員長：武井友則／委員：小松　壮／渡辺太郎／早出一真／笠原征三郎】
●委員長：田村みどり

【副委員長：中島保明／委員：浜　幸平／今井康善／早出すみ子／大塚秀樹】

【副委員長：中島秀明／委員：今井義信／藤森博文／山崎　仁／遠藤真弓】

※常任委員会の任期は2年間となっています。

●委員長：吉田　浩

●委員長：今井秀実

HP：https://reimei-okaya.hp.peraichi.com
こちらをチェック！
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○令和3年 第4回定例会（全会一致により可決等された議案等）
議案番号
議案第53号
議案第54号
議案第55号
議案第56号
議案第58号
議案第59号
議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号

議案第65号
議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第71号
議案第72号
議案第73号
議案第74号

議案第64号
令和２年度岡谷市地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和２年度岡谷市分収造林事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和２年度岡谷市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和２年度岡谷市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和２年度岡谷市湊財産区一般会計歳入歳出決算認定について
令和２年度岡谷市水道事業会計の決算認定について
令和２年度岡谷市下水道事業会計の決算認定について
令和２年度岡谷市病院事業会計の決算認定について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
岡谷市役所出張所設置条例の一部を改正する条例

岡谷市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化の
ための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例
岡谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例
市道路線の認定について
令和３年度岡谷市一般会計補正予算（第１２号）
令和３年度岡谷市病院事業会計補正予算（第２号）
令和３年度岡谷市一般会計補正予算（第１４号）
主要地方道下諏訪辰野線拡幅改良を求める意見書
災害からの復旧・復興と地域防災対策の推進を求める意見書
災害からの復旧・復興と地域防災対策の推進を求める意見書

件　名

陳情№

陳情57号

陳情58号

主要地方道下諏訪辰野線拡幅改良事業に対する要望書
岡谷市内危険箇所改修についての要望書

産業建設委員会

産業建設委員会

採　択

趣旨採択

件　名 付託委員会 審査結果

議案番号 件　名

○令和3年 第3回定例会（賛否が分かれた議案等）

○陳情審査結果
議長：議長職のため採決に加わらない  ○：賛成 ×：反対  趣：趣旨採決

議案番号

議案第51号

議案第52号

議案第57号

議案第70号

令和２年度岡谷市一般会計歳入歳出決算認定について

令和２年度岡谷市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和２年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度岡谷市一般会計補正予算（第13号）

議長

議長

議長

議長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

件　名
遠
藤
真
弓

山
崎
　
仁

大
塚
秀
樹

笠
原
征
三
郎

藤
森
博
文

早
出
一
真

渡
辺
太
郎

武
井
友
則

今
井
秀
実

早
出
す
み
子

中
島
保
明

今
井
義
信

今
井
康
善

中
島
秀
明

吉
田
　
浩

浜
　
幸
平

田
村
み
ど
り

小
松
　
壮

●令和3年 第4回定例会審査報告●災害対策支援連絡会議

　

議
会
定
例
会
の
中
で
も
会
期
の
長

い
決
算
議
会
も
終
わ
り
、無
事
に
議
会

の
ひ
ろ
ば
25
号
の
発
行
ま
で
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。今
回
の
議
会
だ
よ
り
は

私
達
の
任
期
に
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
10
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
。以
前

の
号
を
見
て
い
る
と
、今
で
は
普
通
に

な
っ
て
い
る
マ
ス
ク
姿
の
写
真
は
少

な
く
、懐
か
し
く
も
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。外
へ
出
て
い
っ
て
気
軽
に
お
話
で

き
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、議
会
だ
よ
り
は
市
民
の
皆
様
に

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。表
紙
と
裏
の
ペ
ー
ジ
は「
お
か
や

の
市
民
力
発
見
」と
し
、皆
様
の
活
動

を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、ど
し
ど
し
応
募
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
回
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
労

し
な
が
ら
も
、議
会
の
活
動
が
わ
か
り

や
す
く
伝
わ
る
よ
う
編
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
内
容
に
つ
い
て
も
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
（
武
井
友
則
）

■
編
集
後
記

「市民（みんな）とあゆむ」をテーマに、多世代が
それぞれの立場で、活躍する団体等を紹介する

「おかやの市民力発見」を掲載してまいります。掲
載希望の方は電話かメールで、議会事務局まで。

※掲載については、ご希望に添えない場合もございますので、ご
　了承ください。詳細は議会事務局までお問い合わせください。

岡谷市議会は、議員が直接現場を取材することで、岡谷市議
会基本条例に基づく議会能力を発揮し、市民福祉の向上及び
市政の発展に寄与します。

電　話
メール

0266-23-4811（内線1712）
gikai@city.okaya.lg.jp

募集

答

※

採
決
に
よ
り
本
議
案
は
賛
成
多
数
に

　
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
討
論
の
概
要

※

本
会
議
の
質
疑
の
後
、総
務・社
会・

　
産
業
建
設
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ

　
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
提
案
説
明（
議
案
の
内
容
）

◆ 

議
案
第
70
号

令
和
３
年
度 
岡
谷
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
13
号
）

オ
カ
ヤ
ペ
イ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

消
費
喚
起
事
業
と
同
様
の
対
応
は
？

問
　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
環
境
拡
充
事
業
、オ
ン
ラ

イ
ン
子
育
て
相
談
事
業
、が
ん
ば
れ
岡
谷  
秋

の
消
費
喚
起
事
業
、中
小
企
業
事
業
再
構

築
促
進
事
業
奨
励
金
を
計
上
す
る
も
の
で

総
額
８
４
２
０
万
円
の
追
加
を
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

  

こ
れ
ま
で
の
オ
カ
ヤ
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
に
お
い
て
、か
な
り
の
オ
カ
ヤ

ペ
イ
ポ
イ
ン
ト
が
溜
ま
っ
て
き
て
い
る
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、岡
谷
商
工
会
議

所
と
十
分
に
協
議
を
す
る
中
で
、岡
谷
商

工
会
議
所
の
考
え
も
踏
ま
え
、今
回
は
オ

カ
ヤ
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
た
消
費
喚

起
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

が
ん
ば
れ
岡
谷 

秋
の
消
費
喚
起
事
業

は
、ス
マ
ホ
が
必
須
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

岡
谷
市
民
が
等
し
く
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

も
の
で
な
く
、オ
カ
ヤ
ペ
イ
の
加
盟
店
数

も
90
店
舗
で
は
、す
べ
て
の
商
店
が
こ
の

事
業
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
も
な

い
。ま
た
、決
済
手
数
料
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
売
り
上
げ
が
小
さ
い
中
小
店
舗
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
小
さ
く
、大
手
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
は
効
果
が
限
定
的

と
な
り
た
め
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

　

消
費
喚
起
事
業
は
、戦
略
的
か
つ
継
続

的
に
行
い
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
効
果
が

高
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、今
回
の
事

業
の
立
て
付
け
で
は
賛
成
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

が
ん
ば
れ
岡
谷 

秋
の
消
費
喚
起
事
業

は
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
市
民
が
還

元
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
不
公
平
感
は
あ

る
が
、年
末
に
向
け
た
商
業
振
興
施
策
は

必
要
で
あ
る
。ま
た
、国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、近
隣
市
町
村
か

ら
の
消
費
取
り
込
み
も
期
待
で
き
る
。

課
題
に
対
し
て
は
、岡
谷
商
工
会
議
所
と

連
携
し
て
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
要
望
し
賛
成
を
す
る
。

令
和
３
年 

第
４
回
定
例
会

（
一
般
議
案
）

決
算
認
定
以
外
の
議
案
の
主
な
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
産
業
建
設
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
査

◆ 

討
論【
反
対
意
見
】

◆ 

討
論【
賛
成
意
見
】

令和3年8月の大雨による災害に対し

を設置岡谷市議会 災害対策支援連絡会議
令和3年8月の大雨による災害に対し

　令和３年８月の大雨により、岡谷市内では床下浸水、床上浸水、
土地の崩落など住宅、農地、山林などに、大きな被害をもたらしま
した。
　8月15日未明には、川岸東で土石流が発生し３名の尊い命が奪
われました。
　岡谷市議会では、岡谷市災害対策本部に協力するため岡谷市議
会災害対策支援連絡会議を設置要領に基づき設置し、情報収集・
情報提供を行いました。

　令和３年８月の大雨により、岡谷市内では床下浸水、床上浸水、
土地の崩落など住宅、農地、山林などに、大きな被害をもたらしま
した。
　8月15日未明には、川岸東で土石流が発生し３名の尊い命が奪
われました。
　岡谷市議会では、岡谷市災害対策本部に協力するため岡谷市議
会災害対策支援連絡会議を設置要領に基づき設置し、情報収集・
情報提供を行いました。

●8月19日には、小松壮議長、今井康善副議長が、川岸支所、岡谷西部
　中学校の避難所を回り、避難されている方々に寄り添い直接お話を
　伺いました。
●岡谷市議会では、市内全域の被災現場の視察を行いました。
●岡谷市議会災害対策支援連絡会議設置要領は、平成18年7月豪雨
　災害を受け、制定いたしました。

前略
　（設置）
第2 岡谷市議会議長（以下「議長」という。）は、地震等の災害により岡谷市災害対策本部（以下「市対策本部」という。）が設置された場合にお
　　いて、これに協力するため必要と認めるときは、岡谷市議会に連絡会議を設置することができる。
　（連絡会議）
第3 連絡会議は、議長、副議長、会議役員及び議員をもって構成する。
　　2 議長は、連絡会議の業務を総括し、議員を指揮監督する。
　　3 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるときは、その職務を代理する。
　　4 会議役員は議会運営委員長、常任委員長及び会派代表者をもって充て、議長及び副議長を補佐するとともに、連絡会議に係る業務に従
事する。
　　5 第2項から前項までに規定する以外の議員は、連絡会議に係る業務に従事する。
（所掌事務）
第4 連絡会議は、次に掲げる事項を行う。
　　（1） 議員の安否及び連絡先の確認を行うこと。　　　　　　（4） 被災地及び避難場所等の調査に関すること。
　　（2） 議員及び市対策本部からの情報収集に関すること。　　（5） 国、県、関係団体等への要望に関すること。
　　（3） 議員及び市対策本部への情報提供に関すること。　　　（6） その他議長が必要と認める事項に関すること。　　　　　　以下省略

岡谷市議会 災害対策支援連絡会議 設置要領（抜粋）

を設置岡谷市議会 災害対策支援連絡会議

被災された皆様にお見舞い申し上げるとともに、
お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りいたします。
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